
 

 

警　察　署　協　議　会　議　事　録 

協 議 会 名 　令和８年第２回　宮城県古川警察署協議会

開 催 日 時 　令和８年６月29日㈪午後４時から 

　　　　　　　　　　　 午後５時15分まで

開 催 場 所 　宮城県古川警察署　大会議室

 １　協議会委員　　 

 　・　出席委員～宮崎英行会長、瀧川まゆみ副会長、新山明美委員、 

出 席 者 等 　　　　　　　　畠山光平委員、滝川絹子委員、中澤淳委員、 

　　　　　　　　日下ゆみ委員 

　・　欠席委員～秀岳芳行委員 

２　警察署側　　　　 

　　署長、副参事、警務課長、留置管理課長、生活安全課長、地域課長、

　刑事課長、交通課長、警備課長、警務課員

  　別紙のとおり

 　

 

 

 

 

 

議 事 概 要 

 

 備  　考

 備考　所定の欄に記載することができないときは、別紙に記載の上、添付すること。



 別　紙

 

１　報告事項 

 　⑴　署長

　　　管内治安情勢について 

 　⑵　刑事課長

 　　　匿名・流動型犯罪グループの総合対策について

 　⑶　生活安全課長

 　　　特殊詐欺抑止対策について

 　　

 ⑵  質疑応答、意見提言等

 　　【委員】

　今年の４月から自転車の青切符制度が施行されたが、対象違反行為があまりに多

 くて、自分たちが何を違反しているのか分からない。

　講習会、勉強会、地域と連携した交通安全指導体制を構築しなければならないと

 思うが、これらの対応はどうなっているか。

 【署長】

　取締りをする前には、交通ルールや自転車利用方法を教育指導する必要があり、

春に交通課を中心として各小中学校で自転車安全ルールの教室を実施しているが、

必ずしも全員、交通ルールを守ってくれるわけではないので、警察としては取締り

 を行う一方で自転車運転方法の指導や交通安全教室の実施を継続していきたい。

 【委員】

　交通安全教室については行政区長連等で警察とタイアップして実施することを検

 討したいと思うので、警察の協力をお願いしたい。

 【署長】

 　そのような機会には署員を派遣して教育指導を行う。

 　　【委員】

先程、小学生たちがヘルメットをかぶらず自転車に乗り、かなりのスピードを出

して走っており、そのうち１人は急に進路を変えて車の前に出るなど危険な状況を

 見た。

春から交通指導をしてもらっているのだと思うが、夏休みの前にもう一度、ヘル

メット着用やスピードなど正しい自転車の乗り方について警察から指導してもらう

 機会があればいいと思う。

 【交通課長】

  小中学生は運転免許を持っていないので、交通ルールを学校だけで教育するとい

 うのは難しい。

　交通ルールの教育指導は警察では交通課を中心に行っているが、交通課だけでな

く署一体となって、各課で行う講話等の場を借りて自転車利用者に対する広報や危

 険な事例の紹介を行い、小中学生に対する交通安全教育を進めていきたい。

 【委員】

　闇バイトがＳＮＳを通じて募集されるという実際の場面を警察では見たことがあ



 るか。

 　その中に入り込んでいくと、具体的な報酬の金額等が表示されるのか。

 【刑事課長】

 　証拠品としてスマートフォンを押収し、確認したことがある。

　入口は、金に困っている人が検索するようなキーワードにハッシュタグを付けた

 Ｘの投稿や、ＬＩＮＥの広告など、色々なところにある。

　その後は、お互いのアカウント情報を交換するなどして個別にやり取りするとい

 うケースが確認されている。

 【委員】

　自分のところに06から始まる長い電話番号から電話がかかってきて、海外からの

電話だと思って出なかったが、自分の電話番号が何か名簿に載っているのか、ある

 いは無作為にかけてきているものなのか。

 　　【署長】

　　　名簿屋がいて、名簿は色々なところで共有されており、一度電話がかかってきた

人には再度かかってくる可能性があるので、そういった電話を撃退する電話や装置

 を付けるなどの対策が必要である。

最近、偽警察官からの電話で「この話は絶対に家族に言わないでください。」とい

うのがあるが、警察からの電話でそのような話はあり得ないので、必ず家族や警察

 に相談してほしい。

 知らない番号からの電話には出ない方がよい。

以前は被害対象が高齢者だったが、今はＳＮＳ等を利用して社会をまだ分かって

いない若者の被害も増えているので、若者に対しての特殊詐欺被害防止対策も進め

 ている。

 【委員】

　不審電話の中には自動音声でかかってきて「オペレーターにつなぎましょう。」「何

番を押してください。」というようなものがあり、そのようなものだと、高齢者も言

 われたとおり押してしまうのではないかと思う。

 【署長】

犯罪組織は、次から次へと手口を巧妙化させているので、警察はそれを速やかに

 把握し、報道機関等を通じてタイムリーに皆さんに情報提供するようにしている。

 【委員】

 　警察庁推奨の詐欺対策アプリが２種類勧められているが、どちらの方が良いか。

 　高齢者でも簡単に入れられるか。

 【生活安全課長】

 　ｉＰｈｏｎｅであれば、両方ダウンロードできて、両方の効果が得られる。

　Ａｎｄｒｏｉｄであれば、どちらかしかダウンロードできず、現時点ではＮＴＴ

 の方が効果が高いと聞いている。

　ダウンロードの手順については資料を準備しており、これを見れば高齢者でもす

 ぐにダウンロードできる。

　アプリの利用のほか、不審電話を受けない設定や国際電話をつながないサービス

 も検討してほしい。



 【委員】

　６月初旬頃、警察から「無賃乗車が三、四回発生している。」と連絡があったが、

 その件は、その後、どうなったか。

 【刑事課長】

 　完全な解決には至っていないが、その後、事件の発生はない。

 

　２　事務連絡 

 　　⑴　被害者支援活動についての広報と、重大事件発生時における協力依頼。

　　⑵　次回の警察署協議会は、令和８年11月に開催予定。


